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内  容  の  要  旨 
1．研究目的 





下肢に神経障害の既往がない健常男子学生 40 名とした。対象者の年齢、身長および体重は、21.2 ±
4.6 歳、168.6 ± 4.4cm、62.5 ± 8.4kg（平均±標準偏差）であった。測定は左下肢 40 肢に行い、対象筋
はヒラメ筋とした。 
B．方法 
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sec）・中速度（180 deg/sec）・高速度（300 deg/sec）の 3 領域から検討した。 
E．筋緊張抑制効果に対する測定方法（図 1） 
H波 と M波 の 導 出 は、 誘 発 筋 電 図（Viking 
Select、Nicolet社製）を用いた。測定は 5 分間の













①柔軟性に対して、条件（AID×control の 2 水
準）及び両条件の足関節背屈可動域測定値（スト
レッチング前×ストレッチング後の 2 水準）の 2
要因について二元配置反復測定分散分析にて行
い、②筋出力に対しては、条件（AID×control
の 2 水準）、両条件の peak torque値（ストレッチ
ング前×ストレッチング後の 2 水準）および角速













図 1　Measurement scenery by the evoked EMG
図 2　Active Individual Muscle Stretching of the 
Soleus
－ 150 －
図 3　H max/ M max (amplitude ratio between 







（p<0.05）。角速度別に peak torque値を介入前後で比較した結果、AID条件において角速度 60 deg/sec
の場合のみ有意差を認めた（p<0.05）。 






























ある Individual Muscle Stretching（以下ID ストレッチング）をとりあげ、従来のストレッチングと比較

























を用いた検討で、測定できた M波および H波の分析から明らかになったことは AID ストレッチングが
脊髄運動細胞の興奮を抑制する働きをもたらし、筋緊張抑制効果を示すことである。 
本論文は、AID ストレッチングが筋機能に及ぼす影響について検討した論文である。この論文で ID
ストレッチングの考え方に基づいて自分自身で行う AID ストレッチングが柔軟性および等速性筋出力の
面で従来のストレッチングや理学療法士が行う ID ストレッチングと同様な効果を達成できること、そ
の機序として脊髄運動細胞の興奮抑制が関与することなど、重要な新知見が明らかにされている。この
ことは同時に AID ストレッチングがセルフケアプロモーションの手法の一つとして有用であることを示
している。これらの知見は、この論文が高齢化社会における国民の健康増進に貢献できる情報を提供す
ると予測させる。以上のことを総合すると博士号に値する論文であると判断できる。
